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気候変動の現状とGXについて



01 気 候 変 動 の 現 状 と G X に つ い て

産業革命以前 現在

1.1℃上昇

猛暑による死亡増加、食料と水の不安定化などの
リスク拡大が予想される。

このまま温暖化が
進んだらどうなるの？
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01 気 候 変 動 の 現 状 と G X に つ い て

5

ＧＸ
（グリーントランスフォーメーション）

を強力に推進する必要がある！



01 気 候 変 動 の 現 状 と G X に つ い て

2030年度

温室効果ガス46％削減
（2013年度比）
を目指します！

環境省

しかし
2019年度時点で

19％削減にとどまる
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01 気 候 変 動 の 現 状 と G X に つ い て

7

そこで注目されるのが
グリーンファイナンス
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グリーンファイナンスの
手法と市場規模



02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

グリーンファイナンス

環境に良い効果を
与える投資への
ファイナンス

空気や水・土
の汚染除去

温室効果ガス
排出量削減

エネルギー
効率改善

自然資源
の活用

気候変動の
緩和と適応
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借り手が野心的なSPTsを
達成することを奨励する

国内外の
グリーンプロジェクトに
要する資金を調達する

02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

グリーンファイナンスの手法は2つ

サステナビリティ・リンク・ローン
（サステナビリティ・リンク・ボンド）
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国内外の
グリーンプロジェクトに
要する資金を調達する

グリーンローン
（グリーンボンド）



02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

グリーンプロジェクトの種類

①再生可能エネルギーに関する事業

②省エネルギーに関する事業

③汚染の防止と管理に関する事業

④自然資源・土地利用の持続可能な管理に関する事業

⑤生物多様性保全に関する事業

⑥クリーンな運輸に関する事業

⑦持続可能な水資源管理に関する事業

⑧気候変動に対する適応に関する事業

⑨サーキュラーエコノミーに対応した製品、

製造技術・プロセス、環境配慮製品に関する事業

⑩グリーンビルディングに関する事業
11

グリーン
プロジェクトの
種類は幅広い



02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

12

資金使途の限定
サステナビリティ改善度

と貸出金利等の連動
透明性の確保 資金の追跡管理

グリーン
ローン

特定のグリーン
プロジェクトに

限定される
連動しない

融資後の
レポーティング
を通じ透明性が

確保される

確実に
追跡管理される

サステナビリティ
リンクローン

特定の
プロジェクトに
限定されない

サステナビリティに関する
野心的な業績目標

（SPTs）の改善度合と
貸出金利等が連動する

融資後の
レポーティング
を通じ透明性が

確保される

必ずしも
追跡管理
されない

出所）環境省「グリーンファイナンスポータル」「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン2022年版」より作成



02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

グリーンファイナンスの件数と金額
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件数

グリーンL サステナLL

グリーンLもサステナLLも急増しているが
年間100～300件程度
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（注）2023年は9月4日時点の値
（出所）環境省「グリーンファイナンスポータル」より作成



02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

14

①全国約368万社ある企業のうちのごくわずか

②日本の経済は多くの中小企業が支えている

③地方経済の主役は中小企業

しかし



02 グ リ ー ン フ ァ イ ナ ン ス の 手 法 と 市 場 規 模

15

大企業だけではなく中小企業も
GXに積極的に関わる形で

グリーンファイナンスを発展させる
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ヒアリング調査とその結果



03 ヒ ア リ ン グ 調 査 と そ の 結 果

対外的なPR
ブランドイメージ

17

実態を知るべく
格付機関（1社）地方銀行（2行）に

ヒアリング調査



03 ヒ ア リ ン グ 調 査 と そ の 結 果

対外的なPR
ブランドイメージ

18

格付機関へのヒアリング調査

調査目的…格付機関から見たグリーンファイナンスの実状調査
調査対象…東京に本店のある格付機関1社
調査日時…2023年8月18日（金）9：30～11：10
調査方法…事前に送付した質問をもとに、当日対面にて回答していただいた。

地方銀行2行へのヒアリング調査

調査目的…金融機関から見たグリーンファイナンスの実状調査
調査対象…関東に本店のあるA銀行及びB銀行
調査日時…2023年9月8日（金）9：30～10：30、同12日（火）13：00～13：50
調査方法…事前に送付した質問をもとに、当日対面にて回答していただいた。



03 ヒ ア リ ン グ 調 査 と そ の 結 果

1．グリーンファイナンス利用企業（中小企業）の実状

金銭的コストは
それほど

負担ではない

グリーンLは少数、
サステナLLが大多

数

対外的なPR
ブランドイメージ

獲得

対外的イメージ獲得の手段として利用
資金使途を事前に具体的に計画しているわけではない
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03 ヒ ア リ ン グ 調 査 と そ の 結 果

2．金融機関（主に地方銀行）の実状

多様なサポートで
プロジェクトや
目標達成に協力

気候変動対応オペ
は有用な制度

→積極的に活用

専門人材は少ない

ニーズ増加に伴う
育成体制は不十分

20



①グリーンLを扱う専門人材は1人、兼任は多数
②環境研究所と連携を検討中
③ニーズの増加に伴い専門部署の設置・拡充が必要

03 ヒ ア リ ン グ 調 査 と そ の 結 果

21

実際の声
A銀行

①専属は0名で兼務は4名（2部署に跨る）
②グリーン担当者は格付機関に1年間出向経験
③目標達成状況により専門部署の設置や拡充を検討

B銀行



03 ヒ ア リ ン グ 調 査 と そ の 結 果

2．金融機関（主に地方銀行）の実状

多様なサポートで
プロジェクトや
目標達成に協力

気候変動対応オペ
は有用な制度

→積極的に活用

専門人材は少ない

ニーズ増加に伴う
育成体制は不十分

22

グリーンファイナンスを積極的に推進する姿勢はあるが
それを行う人材は非常に不足し、社内の育成体制も確立していない。



グリーン・ファイナンシャル・プランナー
（Green-FP）

私たちの提案

23
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24

私たちの提案「Green-FP制度」



04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

各企業に合った
環境面の取り組みについて

具体的な提案ができる
知識・能力を持つ専門家

Green-FPとは

環境への好影響をもたらす
具体的なアドバイス

ができる人材を数多く輩出

狙い

25

中小企業のグリーンLを増加



04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

提案の背景

図表7　脱炭素化を進める上での最大の課題

（出所）環境省（中央環境審議会 炭素中立型経済社会変革小委員会）「GXを支える地域・くらしの脱炭素～ 今後

10年を見据えた取組の方向性について ～」p.49より作成。

38.2%

30.4%

14.0%

6.2%

4.7%

4.0%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40%

必要なノウハウ、人員が不足している

投資、運営コスト増への対応が困難である。

必要な技術が不足している

サプリチェーンの見直しが困難である

その他

不明

既に対応を終えており、次の段階に進む必要がない

脱炭素化に向けた取組を進める上で最も影響が大きい課題

実際に脱炭素化を
進めるうえでの最大の課題は

人材不足と出ている！！

①専門人材が大量に必要だが不足
→中小企業のグリーンファイナンスが十分に

広がらない要因

②グリーンファイナンスには従来の融資
業務にはない専門能力が求められる
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04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

①受験資格は金融機関での法人融資経験が3年以上
または同一の事業会社で勤務経験５年以上

②問題形式は実技問題が中心

③出題内容は
（A)グリーンプロジェクトの計画作成に関する問題
（B)サステナブルファイナンスの実施に関する問題
（C)ファイナンス後のモニタリングの実施に関する問題で構成

④７年間の有効期限あり、更新試験に合格すれば更新が可能

Green-FP資格の概要

27



04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

28

Green-FP資格の特徴

どの企業に対してもGXの取り組みに合う
グリーンファイナンスの適切な融資判断を

下せる能力の有無を判定

→既存の資格試験には存在しない！



04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

メリット

①スモールグリーン
プロジェクトの増加

⑤企業側の専門人材
の育成

④専門人材の客観的
把握と競争促進

②取引先企業の安心感
と行員の自信向上

③件数増加への対応

29



04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

日本の銀行
合計支店数：13,336店

職員数：238,601人

このうち渉外担当職員
34.1％

銀行の渉外担当職員：81,363人
→1支店あたり6.1人

難易度はFP2級程度

取得推奨で
3～4年

各支店の渉外担当全員
が取得可能

30

出所：金融庁「金融仲介機能の発揮に向けたプログレスレポート」令和4年6月https://www.fas.go.jp/news/r3/ginkou/20220630-4/01.pdf (2023年9月23日閲覧）

全国銀行協会「全国銀行資本金、店舗数、銀行代理業者数、役職員数一覧表」https://www.zenginkyo.or.jp/stats/year2-02/account2022-terminal/ (2023年9月23日閲覧）

〈渉外担当職員数の現状〉 〈資格保有者の目標数と達成時期〉



04 私 た ち の 提 案 「 G r e e n - F P 制 度 」

Green-FP制度の実現性

31

①各企業に合った具体的な
グリーンプロジェクトの提案

②最適なファイナンス方法の
提案

これらをできる人材
が大量に必要！

十分なニーズがあり、なじみのある能力開発方法
であるため実現性は高い！！
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32

Green-FP制度で目指す未来



05 G r e e n - F P 制 度 で 目 指 す 未 来

Green-FP制度
開始

専門人材の増加
あらゆる企業の

GXへの取り組み促進

グリーンプロジェクト
の量と質が向上

気候変動の抑制
そして

持続可能な社会へ

33

①金融機関に十分な体制が確立
②中小企業での小規模なグリーンL案件が増加



05 G r e e n - F P 制 度 で 目 指 す 未 来

34

Green-FP制度を引き金に
GXを強力に推進

そして気候変動を抑制していく

そんな未来を目指す。
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ヒアリング調査にご協力いただきました関係者の皆様に御礼申し上げます。
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〈グリーンローンとサステナビリティ・リンク・ローンの分類と融資額〉

1 . 再生可能エネルギーに関するもの 39 件　 26 件　

2 . 省エネルギーに関するもの 12 件　 99 件　

3 . 汚染の防止と管理に関するもの 4 件　 39 件　

4 . 自然・土地利用の持続可能な管理に関するも 0 件　 15 件　

5 . 生物多様性保全に関するもの 0 件　 0 件　

6 . グリーンな運輸に関するもの 8 件　 32 件　

7 . 持続可能な水資源管理に関するもの 0 件　 1 件　

8 . 気候変動に対する適応に関するもの 1 件　 9 件　

9 .
サーキュラーエコノミーに対応した製品、製

造技術・プロセス、環境配慮製品に関するも
1 件　 17 件　

10 . グリーンビルディングに関するもの 40 件　 14 件　

11 . 1～10に該当しないもの － 30 件　

合計数 105 件　 282 件　

                                                   融資額の平均値 78.7 億円 17.1 億円

                                                   融資額の中央値 10.8 億円 1.5 億円

（注）

環境省「グリーンファイナンスポータル」に掲載されたグリーンローンおよびサステナビリティ・リンク・ローンの2023年1月～7月に掲載された全事例を、環境省の

「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン（2022年版）」の別表の10分類のどれに当たるかを独自に分類した。

（出

サステナビリ

リンク・ローン

89.4%

グリーン

ローン

グリーンローンでは１つの事例がいずれか1つの分類に該当するが、サステナビリティ・リンク・ローンではSPTsの設定が幅広い例もあるため、１つの事例が複数の分類

に該当する場合がある。合計数は、分類された件数の合計。89.4%は、合計数282件に対する割合。

参考図表①
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参考図表②
〈グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンの借入フロー〉

通常の

借り入れ手続き

グリーンローン借入時の

追加手続き

サステナビリティ・リンク・ローン借

入時の追加手続き

・調達資金の充当対象プロジェクトの範囲を検討 ・KPIの選定

・グリーンプロジェクト評価・選定プロセスの検

討
・SPTsの設定

・見込まれる環境改善効果の算定 ・SPTs達成状況に対するローンの特性の決定

・調達資金の管理方法・レポーティング方法の検

討

・レポーティング方法の検討

金融機関

選定・審査

・面談

・審査書類提出

・審査

・－ ・－

契約・実行

・条件面決定、融資契

約

・融資実行

・－ ・－

資金管理

・調達資金の管理

・プロジェクト等への

資金充当

・グリーンローンによる調達資金の追跡管理 ・－

・環境改善効果の算定・レポーティング ・SPTs達成状況の測定・レポーティング

・外部機関によるレビューの取得又は自己評価プ

ロセスの実施(必要に応じ)
・外部機関による検証の実施

借入償還

・契約書に基づき償還

・リファイナンス（必

要に応じ）

・－ ・－

（出所）環境省「グリーンボンド及びサステナビリティ・リンク・ボンドガイドライン　グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン」2022年版、p.72より作成。

返済・

情報開示

借入準備

・プロジェクト等の実

施

・適宜報告（モニタリ

・事業計画の検討

・必要書類作成
・外部機関によるレビューの取得又は内部の専門

性の開示又は開発（必要に応じ）
・外部機関によるレビューの取得又は自己評価プ

ロセスの策定・実施（必要に応じ）

＋
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参考図表③
〈Green-FP資格に類似する既存の資格〉
資格・検定名 方式 出題内容 有効期限

（３級）

・脱炭素を巡る国内外の情勢

・カーボンアカウンティングのサイクル

・国際ルールを重視したScope1，2，3算定の考え方

（２級）

・SBTの概要、要件等

・FLAG、FLAG・SBTなど新たな概念

・1次データ（組織・プロセス）を活用したScope1，2，3の計測

・環境価値の利用方法、BVCMの概念

（1級）

・気候移行計画の概要

・環境価値（グリーン、ブルーカーボン等）の創出

・TNFD、SDGs等の新たな概念

・CDP質問書を活用した情報開示

・PAS2060などカーボンニュートラル認証

サステナビリティ検

定（SDGs・ESG

ベーシックとサステ

ナビリティ・オフィ

サーの２種目）

・SDGs・ESG

ベーシック…三答

択一式40問

・サステナビリ

ティ・オフィサー

…四答択一式50問

・SDGs・ESGベーシック…SDGsとは、SDGsの関連知識、SDGs経営

の実践やESG金融・投資の理解と実践

・サステナビリティ・オフィサー…SDGs・ESG・サステナビリティの

基礎知識、企業のサステナビリティ活動、サステナビリティと金融

なし

3R・低炭素会計社

会検定

・マークシート方

式で４択で解答。

3R部門、低炭素社

会部門各68問。

３R行動を実践・指導するために必要な知識・考察レベルを問う検定プ

ログラム
なし

銀行業務検定試験

脱炭素アドバイ

ザーとして求めら

れる能力及び役割

に応じて３類型に

区分される

銀行・保険・証券等金融機関の行職員を対象に、業務の遂行に必要な実

務知識や技能・応用力についてその習得程度を測定する

一度合格すれば、その

種目の合格は ずっと生

涯有効

（出所）上記の各資格の公式ウェブサイトより作成。

炭素会計アドバイ

ザー資格

最新情報の定期的な講

習やアップデートが必

要なため「切り取り」

ではなく、更新が必要

な資格制度

受験資格講習終了

後申込みし、３級

から１級それぞれ

の多肢選択式
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